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叙勲及び褒章受章者
　春の叙勲　山内洋行　中尾真己
　福田淑江　谷中清彦　青木定子　
　秋の叙勲　大西勲　深谷毅　大山誠
　水越照子　田宮良知　上野怜　
　中嶋靖司　野寺友行
　危険業務従事者叙勲　能勢正夫
　川﨑光男　小島正　
　高齢者叙勲　森利雄　上牧順三
　岡野榮　稲川勘助　大久保昭一
　勝沼勝
　春の褒章　安田康一　岡野三雄
　秋の褒章　新井佳代子
特別功労者表彰
　選挙管理委員会委員　大木安史
　農業委員会委員　石塚正実　柴保　
功労者表彰
　自治協力員　石堀洋巳　鶴見好二
　民生委員児童委員　池羽勝代　
　人権擁護委員　橋本良子
　統計調査員　古谷一男　米山久子
　酒寄文子　日出山かほる　羽生千代子
　庄司とし江　新山浄子　柗本光子
　須藤栄一　加古妙子　岩見和子
　新井有紀子　飯田マリ
　保護司　小里治　森寛昭
　嘱託医　西園孝　
　学校医　榎戸久　平間義昭　学校歯科医　齋藤文子　しもだて美術館長　安井収蔵　
一般表彰
　スポーツ推進委員　島田祐子　文化財保護審議会委員　袖山任男　
　しもだて美術館美術資料収集検討委員会委員　鈴木敏彦　しもだて美術館運営協議会委員　廣瀬まち子
寄附者表彰
　㈱ＴＫＣ　㈱常陽銀行　茨城県魅力ある建設事業推進連絡会議　天賀谷茂　　　　　　（敬称略）

　２月４日、しもだて地域交流センター「アルテリオ」で、市政功労者等表彰式を開催
しました。叙勲及び褒章受章者への記念品贈呈に続き、多年にわたり市の公益や振興発
展のために尽くされた市政功労者の表彰を行い、その功績を称えました。

平成 27 年度 市政功労者等表彰

表彰式に出席された叙勲及び褒章受章者のみなさん

表彰式に出席された功労者のみなさん
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ら
27
年
ま
で
市
連
合
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
会
長
を
、
平
成
26
年
か

ら
は
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

理
事
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
福
祉

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▶
萩
原
洋
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら

27
年
ま
で
、
市
農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
25

年
ま
で
県
西
農
業
共
済
組
合
理
事
と

し
て
、
平
成
７
年
か
ら
田
谷
川
土
地

改
良
区
総
代
と
し
て
、
農
家
の
支
援

や
農
地
の
整
備
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
月
26
日
、
筑
西
市
と
桜
川
市
、

那
珂
市
は
、
日
本
原
子
力
発
電
東
海

第
二
原
発
（
東
海
村
）
の
事
故
が
起

き
た
場
合
に
那
珂
市
民
が
広
域
避
難

す
る
際
、
筑
西
市
と
桜
川
市
が
受
け

入
れ
先
と
な
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た

「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避

難
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

避
難
に
か
か
る
費
用
は
那
珂
市
が
負

担
し
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
期
間
は

原
則
１
か
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
筑
西
市

と
那
珂
市
は
、
災
害
に
襲
わ
れ
た
場

合
の
相
互
援
助
に
つ
い
て
定
め
た

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
に
も
調
印
し
ま
し
た
。

　

筑
西
広
域
圏
内
の
観
光
振
興
を
連

携
し
て
進
め
る
結
城
・
筑
西
・
桜
川

観
光
連
絡
協
議
会
は
、
１
月
20
日
、

前
小
江
戸
川
越
観
光
協
会
事
務
局
長

兼
専
務
理
事
の
中
な
か
ば
や
し林

明あ
き
ら

氏
を
招
き

「
川
越
観
光
の
取
組
事
例
と
観
光
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講

演
会
を
開

催
し
、
各

市
の
観
光

関
係
者

な
ど
約

60
人
が
参

加
し
ま
し

た
。

　

２
月
９
日
、
平
成
27
年
度
茨
城
県

市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
県
市

町
村
会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
３

人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
は
、
県
内
各
市

の
発
展
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人

を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▶
秋
山
實
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
の
国

勢
調
査
か
ら
現
在
ま
で
55
年
間
、
統

計
調
査
員
と
し
て
各
種
調
査
に
従
事

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
統
計
協
会

評
議
員
と
し
て
統
計
調
査
の
普
及
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
は
市
統
計
協
会
会

長
と
し
て
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

▶
鶴
見
重
夫
さ
ん
は
、
平
成
13
年
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け

て
以
来
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
か

萩
はぎわら
原　洋

ひろし
さん

（西方）

平
成
27
年
度
茨
城
県
市
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

▲協定書を手にする（左から）桜川
市の大塚秀喜市長、那珂市の海野徹
市長、筑西市の木内良夫副市長

災
害
時
の
広
域
避
難
協
定
と
相
互

応
援
協
定
を
調
印

秋
あきやま
山　實

みのる
さん

（八田）
鶴
つ る み
見 重

し げ お
夫さん

（乙・田中町）

結
城
・
筑
西
・
桜
川
観
光
連
絡

協
議
会
講
演
会
を
開
催

岩
手
県

【
見
ど
こ
ろ
】
板
野
鉄
鉱
山
、

平
泉
、
三
陸
鉄
道
、
奇
跡
の
一

本
松 

な
ど【
食
べ
物
】イ
サ
ダ
、

ワ
カ
メ
、
ア
カ
モ
ク 

な
ど

宮
城
県

【
見
ど
こ
ろ
】
仙
台
城
址
、

西
行
戻
し
の
松
公
園
、
松
島
、

蔵
王 

な
ど
【
食
べ
物
】
牛
タ

ン
、
カ
キ
、
マ
ダ
ラ 

な
ど

松　島 三陸鉄道

　

福
島
県
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
平

成
23
年
４
月
時
点
に
比
べ
、
大
幅
に
減

少
し
、
住
宅
な
ど
の
除
染
が
着
実
に
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、
農
林
水
産
物
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
ほ
か
、
産
地

で
の
自
主
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
結

果
、
米
、
野
菜
・
果
実
、
畜
産
物
、
栽

培
き
の
こ
で
基
準
値
を
超
え
た
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
流
通
し
て
い
る
福
島
の

農
林
水
産
物
は
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

福
島
県

【
見
ど
こ
ろ
】
磐
梯
山
、野
馬
追
、大
内
宿
、

鶴
ケ
城
、
五
色
沼
、
東
山
温
泉 

な
ど

■ 

福
島
県
内
の
放
射
能
に
つ
い
て

大内宿

東
北
三
県
の
主
な
見
ど
こ
ろ

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
三
県
。
徐
々
に

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
風
評
被
害
も
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
人
が
三
県
を
訪
れ
て
、
食
や
自
然
、
歴
史
な
ど
を
楽
し
み
、
笑
顔
の
輪
が
広

が
る
こ
と
が
復
興
の
励
み
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
三
県
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

魅
力
あ
る
東
北
三
県
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う

東
北
被
災
三
県
応
援
の
お
願
い

全
国
市
長
会
か
ら

行 政 ニ ュ ー ス
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ガイドマップで筑西市の魅力を再発見！
～ちくせい魅力散策ＭＡＰ完成記念史跡めぐり
　５編からなる「ちくせい魅力散策
ＭＡＰ」の完成を記念し、２月 13
日、ちくせい観光ボランティアガイ
ド協会（諏

す わ
訪光

こういち
一会長）が市内の名

所などを案内するバスツアー「ちく
せい魅力散策ＭＡＰ完成記念史跡め

ぐり」を行いました。
　市内外から約 30人が参加し、東
叡山千妙寺（黒子）では市指定文化
財の総本堂や昨年建立された寺史展
示室を見学しました。

火の道駆け抜け無病息
災を祈願  ～辻集落火渉

　今年の初午の２月６日、火のつい
たまきの上を素足で渉

わた
り無病息災を

願う江戸時代から続く伝統行事「辻
集落火

かしょう
渉」が、辻稲荷神社境内で行

われました。
　燃えさかるまきが左右にかき分け
られ道ができると、参加者は顔を真っ
赤にしながら駆け抜け、穢

けが
れをはら

い無病息災を祈願しました。

稲荷町をきれいな花で
いっぱいにしたい

　２月６日、田中稲荷愛宕神社の初
午祭で、稲荷町自治会（桧

ひや ま
山和

かずゆき
之自

治会長）主催の「春の花市」が行われ、
参加者に抽選でシンビジウムやデン
ドロビウムが配られました。同自治
会では、「稲荷町を花でいっぱいに
したい」との願いを込め、毎年抽選会
で得た収益金で、新生児や高齢者な
どにパンジーなどを配っています。

千妙寺に展示されている『徳川家康朱印千妙寺法度』

▶
ち
く
せ
い
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

監
修
に
よ
り
作
成
し
た

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

今年も盛大に豆まき
千妙寺・梨の里節分祭

　快晴の１月 31日、黒子の東叡山
千妙寺で、節分祭実行委員会（松

まつもと
本

紀
のり お
生会長）主催による「第 19回梨

の里節分祭」が行われました。
　物産店やフリーマーケットも行わ
れた会場は、家族連れなどで大にぎ
わい。年男、年女、十三参りの子ど
もたちなどが福豆をまくと、少しで
も多くの福を招き入れようと、大勢
の人が競いあうように手を伸ばして
いました。また、アトラクションで
和太鼓、よさこいソーラン踊りも行
われ、来場者を楽しませました。

母子島遊水地の散策路に
木製ベンチを寄贈

　１月 14日、筑波山を臨む母
は こ じ ま
子島

遊水地初期湛水池の散策路と駐車場
に、ベンチ３基が設置されました。
　国土交通省黒子出張所管内の維持
工事を行う（株）高橋芝園土木様（古
河市）から寄贈されたもので、小貝
川の工事で伐採された木が使われて
います。同地では平成 21年度から
26年度にかけて、国交省と市によ
る「かわまちづくり」事業として散
策路や駐車場整備などが行われてお
り、今回の寄贈で、市民の憩いの場
がひとつ増えました。

まちのわだいまちのわだい
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500人の選手が熱戦！
～市少年柔道錬成大会

　１月 17 日、「第 11 回筑西市少
年柔道錬成大会（池

いけうち
内廣

ひろゆき
之大会会

長）」が下館総合体育館で開催され
ました。
　今大会には、市内・近隣から小・
中学生の104チーム、約500人の選
手が参加。日頃の練習の成果を遺憾
なく発揮し、熱戦を繰り広げました。
　市内チームでは、中学生女子の部
で明野中が優勝、少女の部で下館武
道館、中学生男子の部で下館南中Ａ
がそれぞれ準優勝と輝かしい成績を
収めました。

瞬間的最高の輝き
～ダイヤモンド筑波

　全国的にも有名となった筑波山ベ
ストビューポイント・母

は こ じ ま
子島遊水地

から見える「ダイヤモンド筑波」。
　２月 11日、カメラマンや見物客
など約 100 人が母子島遊水地に集
まりました。筑波山からの日の出時
刻となる午前６時 50分頃には一斉
にカメラのシャッターが押され、数
分間のきらめきに魅了されました。

プロが競う洋菓子コンテストで専門学校生が全国１位
　宇都宮市の調理師専門学校に通う
藤
ふじた
田光

ひかる
さん（清水）が、昨年９月に開

催された、プロも出場する洋菓子コンテ
スト「2015ジャパンケーキショー東京」
のディスプレー部門で最高賞となる連
合会会長賞を受賞。全国１位の快挙に
「とてもうれしい」と話してくれました。

　藤田さんがパティシエへの道を目指したのは、大学受験時に気分転換で
作っていたお菓子づくりがきっかけでした。今年３月には学校を卒業し、
足利市の洋菓子店への就職を予定しているそうで、「将来は地元で自分の
店を開き、両親が作ったスイカやトマトを使ってスイーツを作りたい」
と夢を語ってくれました。　

花と緑の環境美化コン
クールで県知事賞

　成田北自治会（中
なかざわ
澤功
こういち
一会長）は、「平

成27年度第43回花と緑の環境美化
コンクール」で、県知事賞を受賞しま
した。県知事賞は平成19年度以来２
度目で、平成25・26年度は県議会議
長賞を受賞しています。成田地内の県
道沿いを「花いっぱいふれあいロード」
として整備し、毎年きれいな花を咲か
せ、通行人を楽しませてくれます。

美味しいごはんを食べ
て音楽を楽しもう

　下館珈琲まちなかプロジェクト
（瀧

たき
和
か ず こ
子代表）による「音葉Ｃａｆ

ｅ　ｖｏｌ．３～おとはカフェ～」
が２月 14日にしもだてアパートメ
ントで開催されました。
　お客さんは、昭和レトロな空間で、
おいしい出張喫茶ごはんを食べなが
ら、様々なジャンルの音楽の生演奏
を聴き、リズムをとり、楽しい時間
を過ごしました。
　また、当日は朝８時から大町周辺
のごみ拾い企画「オペレーション・
ヴァレンタイン」も行われました。


